
１．スギ人工林の伐採・植替え等の加速化

〇重点的に伐採・植替え等を
実施する区域を設定し、
伐採を推進

花粉症対策等について 資料４

花粉症対策の全体像
○国では、昨年４月に「花粉症に関する関係閣僚会議」を設置し、５月30日の第２回会議に
おいて「花粉症対策の全体像」を取りまとめ、対策の三本柱を示した

三本柱の対策：①発生源対策（スギ人工林の伐採・植替えを加速化）
②飛散対策
③発症・曝露対策

10年後（R15年度） 30年後（R35年度）
約２割減少 約５割減少

【目標】10年後に発生源のスギ人工林を
２割減少 （将来的（30年後）には半減）

３．花粉の少ない苗木の生産拡大

〇採種園・採穂園の
整備を支援

〇民間事業者によるコンテナ
苗産施設の整備支援

４．林業の生産性向上及び
労働力の確保

〇意欲ある木材加工業者等に
対する高性能林業機械の導
入支援

２．スギ材需要の拡大

〇住宅分野における輸入材からスギ材への
転換促進
〇集成材工場、保管施設等の整備支援
〇建築物へのスギ材利用の機運の醸成

※スギ人工林の伐採重点区域
都市部（新潟市、長岡市、上越市）
周辺等のスギ人工林を設定

花粉症対策 初期集中対応パッケージ （令和５年10月11日「花粉症に関する関係閣僚会議」）

○令和15年までの10年間に初期段階から集中的に実施すべき対応を「花粉症対策 初期集中対応
パッケージ」として示した

国の対策 本県の主な取組

１.スギ人工林の伐採・
植替え等の加速化

〇特定機能回復事業（林相転換特別対策）
・スギ人工林の伐採と伐採後の少・無花粉スギ等苗木の植栽を推進
〇循環型林業実現モデル事業
・再造林の低コスト化につながるモデル的な取組を支援
〇林業経営集積促進事業
・森林の長期管理を推進するため、機材等の整備を支援

２.スギ材の需要拡大
〇にいがた県産材の建築物支援事業
・建築物への木材利用がカーボンニュートラルに貢献することを周知
・工務店等に対し、県産材の利用を支援

３.花粉の少ない苗木
の生産拡大

〇花粉の少ない苗木の生産拡大事業
・採種園の整備等による花粉の少ない苗木の生産拡大を図る

４.林業の生産性向上
及び労働力の確保

〇異業種連携による木材供給拡大事業
・県外や異業種からの新規参入及び県内事業体との連携を支援
〇にいがたフォレスト・ワーク支援事業
・ 学生等若者向けの就業ガイダンス、林業体験講習を開催
・異業種から林業への参入を促進するためのОＪＴや、林業機械のレンタル等を支援

国の花粉症対策に対する対応方針

〇国の対策は、循環型林業の実現を目指す本県の基本戦略の方向性と合致
〇県では、林業の成長産業化に向けた基本戦略の取組を総合的かつ着実に実施することで、
国が推進する新しい対策に取り組んでいく


